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世界中の人々が競い合う姿に ～ パリ・オリンピックから ～ 

校長 寺本 喜和  

 2024年7月24日から、フランスのパリで「パリ・オリンピック」が開催されています。 

 この17日間に行われるのは、32競技329種目。 10,500人のアスリートと206の代表団が参加予定の大会は、陸上競技か

ら水泳、体操まで28の伝統的なオリンピック種目と、スポーツクライミング、スケートボード、サーフィン、そしてオ

リンピック史上初となるブレイクダンスの4種目。スケートボード、BMXフリースタイル、3x3バスケットボールなどの競

技も行われます。皆さんはどの競技、選手に注目していますか。 

 日本選手やオーストラリア選手たちの活躍が既にたくさんニュースで伝えられ、ワクワクしながらその結果を見てい

ます。私が最も注目していたのは、競泳女子バタフライ100ｍに出場した、池江 瑠花子（いけえ りかこ）選手です。 

 2016年のリオデジャネイロ・オリンピック、当時高校1年生だった池江選手は日本人最多の7種目に出場し、その後、

実力をぐんぐん伸ばしました。2018年にはバタフライで世界ランク1位を記録し、たくさんの日本記録もぬりかえたので

す。そのため、2020年東京大会（コロナのため実際に行われたのは2021年）では、金メダル間違いなしと言われた選手

でした。ところが、そんな池江選手を大きな試練が襲います。2019年体調不良を感じた池江選手は病院を受診して「白

血病」であることが分かったのでした。白血病は、悪化すると死に至ることもある血液のがんと言われる深刻な病気で

す。それまで毎日プールで練習する生活をしていた池江選手は，病院に入院する生活を余儀なくされました。様々な治

療により，体重が激減し、筋力も落ちる自分の姿に、池江選手はめげそうになりながらも，多くの人々の励ましや「何

とかプールに戻って泳ぎたい」という強い意志で闘病生活を乗り切りました。東京オリンピックが開催された2021年、

池江選手は驚異的な回復力で水泳競技に復帰することができました。しかし、発病する前の泳ぎのレベルには戻ること

ができません。それでも精一杯取り組んだ池江選手は、リレーチームの一員として東京オリンピックに出場することが

できました。 

 そして，むかえる2024年パリ・オリンピック。東京オリンピックの後、このままではパリオリンピックの個人種目に

出場できないと考えた池江選手は、練習拠点をオーストラリアのブリスベンに移してトレーニングに励みました。皆さ

んもご存知の通り、オーストラリアは素晴らしい選手を輩出する「水泳大国」です。池江選手はそんなアスリート達と

日々切磋琢磨する環境を求めて単身オーストラリアで練習に励みました。そして今回のオリンピックの前の選考会では

得意の100ｍバタフライで、見事派遣標準記録を破り2位に入ることができたのです。個人種目で日本代表選手になるこ

とはとても難しいことです。特に池江選手のように白血病という大病を乗り越えて代表権を獲得することは、決して楽

なことではなかったはずです。 

 このような経緯で出場したパリ・オリンピック。結果は準決勝敗退でしたが、池江選手が世界屈強のスイマーたちと

競い合って力強く泳ぐ姿にたくさんの勇気をもらった気がします。どのような過酷な状況に追い込まれても強い気持ち

をもって乗り越えること、挑戦することの素晴らしさを感じました。池江選手は今回の結果に満足せず、次のオリンピ

ックを目指すそうです。 

 池江選手だけでなく、オリンピックに出場する選手たちは自分の目標に向かっ

て私たちが想像できないような血のにじむ思いで、それぞれの競技に取り組んで

きたと思います。4年に一度のオリンピックのいろいろなスポーツを楽しみなが

ら、勝敗だけでなく一人一人の選手の思いを想像しながら、ぜひ観戦してみてく

ださい。勝ち負けだけではなく、世界中の人々が共に一堂に会し、競い合うこと

ができるスポーツの素晴らしさを感じてほしいと思います。 
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２学期 ４９日間がスタート！ 

 ７月１５日に２学期がスタートし、元気な子ども達の声が学校に戻ってきました。２週間の休み明けにも

かかわらず子ども達が大変落ち着いて始業式に参加し、真剣に話を聞いていた様子が印象的でした。初日か

ら授業が始まりましたが、すぐに学校モードに気持ちのスイッチを入れ換え、前向きに学習に取り組む姿が

見られました。 

  

 

 

 

 

 

 

全校レク 

 JSPでは定期的に全校生でレクリエーションを行う「全校レク」の時間を設けています。これは、異学年

と交流する中でよりよい人間関係を作ったり、人とのコミュニケーション能力を身につけたり、折り合いを

つけたりする態度を養ったりするために行っているものです。今月は中学部２年生が国語の学習で提案内容

を考えて、全校生に提案した「ハンカチ落とし」と「じゃんけん列車」を行いました。楽しく異学年と交流

できたよい時間となりました。 

 

  

 

 

 

アスレチックカーニバルに向けて ～南中ソーラン～ 

 ８月末に予定しているアスレチックカーニバルに向けて、学習を進めています。CBPSと各競技のやり方を

確認したり、CBPSと合同で日本の民謡を演舞したり、日本の運動会で行われる競技に取り組んだりしていま

す。今年は、「南中ソーラン」を踊ります。この踊りは日本の運動会などではお馴染みの民謡です。子ども

たちは力強く、地面を踏みしめるような足取りや体勢を低くして腰の動きで踊ることを意識して、練習に励

んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

一日の生活について、よい例と悪い例を先生たちが演じ、啓発しました。 

個人情報保護のため、ホームページには 写真の掲載はおこ

なっておりません。 
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